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北海道電力管内の暴風雪による停電について 
 

平成２４年１２月 ４日 
経 済 産 業 省 
電 力 安 全 課 

 
１．停電の発生から解消までの概要 

急速に発達した低気圧の影響による激しい暴風雪により、送電鉄塔の倒壊など設備被害

が生じたことから、１１月２７日の早朝から登別市、室蘭市等で停電が発生（最大停電戸

数、同日午後２時頃に約５万６千戸）。 
３０日未明に仮鉄塔建設工事を含む送電線の復旧作業が終了し、同日１５時４５分に停

電戸数は減少。 
 

（参考）停電戸数の推移 
１１月２７日（９時）：４０，０００戸 

２８日（９時）：１１，５００戸 
２９日（９時）： ８，０７０戸 
３０日（９時）：    ４０戸 
３０日（１５時４５分）： ０戸（停電解消） 

 
２．主な設備被害の概要 

６万６千ボルトの送電線（幌別線）の２９番鉄塔（登別市内）が倒壊。このため電線が

高速道路上に垂れ下がったが、高速道路上の電線は２７日中に撤去。 
倒壊した鉄塔については、仮鉄塔建設により３０日３時４０分に復旧。 

 
３．復旧状況 

① 北海道電力は２７日午前６時３０分に、非常態勢を発令。 
② 発電機車（２２台；合計約１万４千ｋW）を道内各地から移動させ、停電の復旧、

公共施設等への電気の供給を実施。 
③ ３０日３時４０分、仮鉄塔建設工事を含む送電線復旧作業が終了し、発電機車によ

る供給から、通常の供給に順次切り替え開始。 
④ ３０日１５時４５分、停電解消。 

  
４．当省の対応 

１１月２８日、北海道産業保安監督部の担当官２名を派遣し、送電鉄塔の倒壊現場の調

査を実施。 
１１月２９日、経済産業大臣名で北海道電力の川合取締役社長宛てに、早期の停電解消

等を指示する文書を手交。 
１２月３日、北海道産業保安監督部長名で北海道電力の川合取締役社長宛てに、今般の

災害事故に対する原因究明及び再発防止策について報告するよう指示する文書を手交。 
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【写真１】倒壊した鉄塔（２９号） 

 
【写真２】２８号鉄塔 
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【写真３】仮鉄塔※２９日８時時点 

 

 


